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3年ぶりにリアル開催となり、組合員・賛助会員が一堂に会する機会となりました。この間、コロナ禍によりビジネス環境は大きく変わりました。
DXがバズワードになり、様々なメディアで使われています。このタイミングをとらえて、DXについて一度しっかり向き合う事は重要と考え座談会を企画しました。

DXとは？（本質を理解する）

〇機能や効率の向上だけでなく、ユーザーに新しい価値を提供すること

〇技術を導入するだけでなく、実際に組織や顧客の課題を解決すること

〇現場が実務を改善するだけでなく、トップが経営の変革をリードすること

〇業務プロセスの改善だけでなく、事業モデルを変革すること

〇内部に閉じないで、業界を横断して実践すること

各パネラーが下記の3つの問いに対して自由に意見を述べました
1 DXについて、どのような印象を持っていますか？
・デジタル化の延長線上
・デジタル化＝DXではないことを知ってビックリ
・お客様のDXが進むと我々が入り込む余地が減るのでは
・自社のDXを進めると働き方改革ができ楽しい職場を作れる
2 これまで、DXにおける関りは何かありましたか？（どんなに小さなことでも）
・紙のデジタル化が一段落してきている
・お客様のDX進展によりスキャンの仕事が出ている
・自社の社内文書電子化で働き方改革につながっている
・自社の様々な業務のデジタル化を5年くらいやって働き方が変わってきた
・印刷関連業務が変容してきている
3 DXがDS業界に追い風になるとしたら、どのようなことが考えられますか？
・とらえ方次第で追い風にも逆風にもなる
・自社のDXは進めなければ衰退する
・自社のDXを進めることにより組織の変革、働き方改革を促し、更には若年層の採
用にも良い影響を与える
・対お客様で考えるとDXと直接関係ないかもしれないが人口減少社会によるビジネ
スチャンスはいくらでもあるように思う
 

・組合員のお客様=エンドユーザーのDX推進を様 な々ツールで支援、デジタルで解決
・中小企業向け業務改善パッケージを提案
・モノ売りからコト売りへ：商談の川上に行けるツールで支援

大阪府グラフィックサービス協同組合 佐藤副理事長からもひと言

・組合員は社員5～ 10名、売上高1億円規模の会社が多いが、そんな会社でも取り組
　める「コンパクトDX」を提供する（例：地域DM発送ツールなど）

最後にパネラーからのひと言
・今日はDXに関し「学び」「気づき」「考える機会」になった
・仕事がなくなるイメージ→お客様へ提案できるのでは、と考えられるかもしれない
・チャンスは山ほどある

・会社は永遠ではなく変化せずに放っておくと消滅するが、変革し存在意義を持てば残る
・今日のパネルディスカッションを無理にまとめることは難しいが、変化にいかに対応するか、組合ができることは限られるけれども
今後もこのような場を創っていきたい

1.　今回のセミナー・座談会は有益でしたか

2.　今後とも、今回のようなテーマ別セミナーや座談会の開催を望みますか

3.　オンラインセミナーだけでなく、リアルのセミナーは必要と感じますか

4.　今後セミナーで取り上げてほしいテーマ
　　この質問で最も多かったのが、「DXの活用事例」でした。
　　続いて、「人材育成」「SDGs推進事例」「業界の課題」などがあげられました。

３項目とも高い評価となりました

 座 談 会

 総  評

DXにどう取り組めばよいか

〇概念的な議論より身近なやさしい問題からポジティブな姿勢で取り組む

〇常に自社の存在意義を見直し、お客様・社会の課題に自社が得意な領域で貢献する

〇変化を正しく恐れて乗り越える

〇同業・異業種間で相互連携して進む

基　調
セミナー

通常総会後
「DXはドキュメントサービス業界に追い風になるか」

 座 談 会

稲葉セミナー講師、河村理事長
福味副理事長、和田副理事長、石川副理事長
日笠専務理事、小野理事

▶河村理事長

「DXの原状と共通理解」
株式会社コーポレートウェルネス　稲葉直彦氏

【参 考】
デジタルトランスフォーメーション
（DX）ってなんだ　      
by IPA
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【参加者のアンケート結果（有効回答38）】 5段階評価

賛助会員からも発言：DXに関してどのように組合員を支援するか

視聴はこちら→
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